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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　森研の３人が学生奨励賞／小

島さん優秀学生ポスター賞／

髙橋研の２人受賞／朝見さん

ベストプレゼン賞

３面　次世代型人工知能・エッジＡ

Ｉへ酒見氏ら成果／日台デザ

インＷＳ開く／松田さん学生

優秀発表賞／就職・進路支援

便り

４面　定年退職の皆さん／吹奏楽部

が久々、定期演奏会

 令和６年度の入学式は、４月５日（金）午前

10時30分から、幕張メッセ・イベントホール
で挙行されます（約40分）。
　午前９時30分に開場、新入生・保護者の皆
様は開式10分前までに入場してください。式
典終了後、基調講演を行います（約１時間）。

令和６年度　入学式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

　
１
９
９
６
年
以
来
お
届
け
し
た
印
刷
紙
面
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
」
は
今
号
で
終

了
。
次
号
か
ら
電
子
サ
イ
ト
・
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
に
移
行
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
郵
送
は
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
電
子
サ
イ
ト
に
移
行

一
般
選
抜
入
学
試
験

試験種 今年度 昨年度 増減数

共通テスト利用（前期） 60,252 54,480 5,772

共通テスト利用（中期） 7,316 7,871 ▲ 555

共通テスト利用（後期） 5,200 5,598 ▲ 398

Ａ日程入学試験　　　　 33,869 35,392 ▲ 1,523

ＳＡ日程入学試験　　　 14,645 15,095 ▲ 450

Ｂ日程入学試験　　　　 13,743 15,965 ▲ 2,222

ＳＢ日程入学試験　　　　 5,055 5,950 ▲ 895

Ｃ日程入学試験　　　　 2,565 4,777 ▲ 2,212

一般選抜計 142,645 145,128 ▲ 2,483

2024年度志願者数

一般選抜入試・志願者数の多い大学10校

大学名
2024年度 2023年度

増減数
募集人数 志願者数 募集人数 志願者数

1 千葉工業 1,242 134,880 1,291 134,753 127

2 近畿 4,303 133,789 4,287 135,025 ▲ 1,236

3 明治 5,195 108,652 5,278 107,519 1,133

4 法政 4,209 102,169 4,211 99,051 3,118

5 東洋 5,125 97,789 5,066 82,544 15,245

6 早稲田 5,135 89,420 5,135 90,879 ▲ 1,459

7 立命館 4,484 87,324 4,425 82,799 4,525

8 関西 3,619 71,458 3,614 76,330 ▲ 4,872

9 日本 6,947 67,854 7,059 90,953 ▲ 23,099

10 中央 4,230 65,046 4,249 66,757 ▲ 1,711

代々木ゼミナール調べ（２／27更新）

９年連続トップ10入り一般選抜
志願者数

　
２
０
２
４
年
度
の
入
学
試
験
は
、
３
月
５
日
の
Ｃ
日
程
入
学
試
験
を
最
後
に
全

て
終
了
し
た
。
一
般
選
抜
志
願
者
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
14
万
２
６
４
５
人
で
９
年
連

続
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
、
４
年
連
続
で
全
国
２
位
の
座
を
キ
ー
プ
し
た
。

　
今
年
度
も
共
通
テ
ス
ト

利
用
入
試
の
検
定
料
の
免

除
や
学
科
間
の
併
願
受
験

料
免
除
な
ど
で
受
験
生
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
。
ま

た
、
受
験
の
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
る
た
め
、
試
験
日
前

日
ま
で
出
願
を
受
け
付
け

た
。
Ｂ
日
程
試
験
が
終
了

し
た
段
階
の
２
月
27
日
時

点
で
の
中
間
集
計
志
願
者

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
近
畿

大
の
志
願
者
数
13
万
３
７

８
９
人
を
上
回
る
13
万
４

８
８
０
人
（
左
表
参
照
）

津
田
沼
校
舎
の
Ｃ
日
程
入
学
試
験
会
場

　
千
葉
工
業
大
学
と
朝
日
新

聞
社
共
催
の
「
朝
日
教
育
会

議
２
０
２
３
」
が
３
月
９

日
、「
生
成
Ａ
Ｉ
の
新
た
な

展
開
」
を
テ
ー
マ
に
都
内
の

会
場
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ラ
イ
ブ
配
信
で
開
催
さ
れ

た
。
第
１
部
で
は
本
学
の
伊

藤
穰
一
学
長
が
基
調
講
演
で

「
日
本
の
倫
理
観
や
良
さ
を

ど
う
や
っ
て
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
に
入
れ
る
か
が
重
要
」

と
強
調
し
、急
速
に
発
展
・
普

及
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
現
状
と

最
新
の
研
究
を
示
し
な
が
ら

課
題
点
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
朝
日
教
育
会
議
は
、
朝
日

新
聞
が
19
年
か
ら
全
国
の
大

学
と
共
催
し
て
い
る
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
、
直
面
す
る
社

会
的
課
題
を
議
論
し
大
学
か

ら
広
く
発
信
す
る
の
が
目

的
。
こ
の
日
は
第
１
部
に
続

い
て
、
第
２
部
に
筑
波
大
シ

ス
テ
ム
情
報
系
准
教
授
を
務

め
、
本
学
変
革
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
で
も
あ
る
岡
瑞
起

氏
が
登
壇
。
大
規
模
言
語
モ

デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
の
現
状
と

未
来
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

第
３
部
は
、
伊
藤
学
長
と
岡

氏
が
参
加
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

朝
日
新
聞
科
学
み
ら
い
部
の

竹
野
内
崇
宏
記
者
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　
米
国
の
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社

が
開
発
し
た
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」
の
登
場
で
急
速
に
普

及
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
常
識
を
変
え
る

と
注
目
さ
れ
る
一
方
、
規
制

の
あ
り
方
も
議
論
さ
れ
て
い

る
。
伊
藤
学
長
は
「
本
学
の

根
っ
こ
に
も
技
術
に
よ
っ
て

世
界
文
化
に
貢
献
す
る
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
ル

ー
ツ
と
今
の
理
工
系
と
を
上

手
に
Ａ
Ｉ
に
つ
な
い
で
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
く
の
が
重
要
な
課

題
だ
」
と
、
倫
理
観
や
将
来

像
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　女
性
た
ち
の
参
加
を
祈
る

　
第
２
部
で
講
演
し
た
岡
氏

は
「
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
は

多
く
出
て
い
て
、
毎
日
新
し

い
も
の
を
追
う
こ
と
だ
け
で

も
大
変
」
と
し
た
上
で
、
13

年
に
米
国
で
公
開
さ
れ
た
映

画
『her

／
世
界
で
ひ
と
つ

の
彼
女
』
の
中
で
Ａ
Ｉ
と
人

間
が
恋
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ

ー
に
触
れ
、「
映
画
に
出
て

き
た
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

よ
う
な
世
界
が
現
実
に
見
え

て
き
た
」
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
海
外
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
上
で
「
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
に
新
た
な
展
開
が
見

え
始
め
て
い
る
」
と
解
説
。

「
人
間
の
社
会
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

る
と
感
じ
る
」
と
語
っ
た
。

　
第
３
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
人
間
の

よ
う
な
汎
用
的
な
知
能
を
持

つ
Ａ
Ｇ
Ｉ
へ
の
期
待
や
不

安
、
多
様
性
の
あ
り
方
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
。
伊
藤
学
長

は
「
最
終
チ
ェ
ッ
ク
に
は
当

分
、
人
間
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
上
で
、「
学
生
が
日

本
語
の
本
し
か
読
ま
な
け
れ

ば
、
や
は
り
米
国
で
は
戦
え

な
い
。
た
だ
米
国
に
い
っ
て

日
本
語
を
忘
れ
て
し
ま
う
と

日
本
に
貢
献
で
き
な
い
。
英

語
と
日
本
語
の
正
し
い
比
率

に
よ
っ
て
日
本
に
役
立
つ
人

間
に
な
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｍ
も
同

じ
」と
た
と
え
、日
本
人
だ
か

ら
こ
そ
創
造
で
き
る
も
の
が

あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
岡
氏
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生

産
性
向
上
を
指
摘
し
つ
つ
も

「
意
外
と
使
い
こ
な
し
て
い

な
い
人
が
多
い
」
と
説
明
。

「
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
に
い

ろ
い
ろ
な
観
点
が
必
要
な
よ

う
に
、
女
性
が
入
る
こ
と
で

今
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
価
値
や
技
術
が
開
発

さ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

工
学
部
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
女
性
に
き
て
も

ら
う
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て

い
る
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

と
な
り
、
初
め
て
全
国
１

位
を
記
録
し
、
10
日
間
以

上
暫
定
ト
ッ
プ
の
座
を
維

持
し
た
。

　
24
年
度
の
一
般
選
抜
志

願
者
数
は
14
万
２
６
４
５

人
（
昨
年
度
比
２
４
８
３

人
減
）
と
な
っ
た
も
の
の

最
多
を
記
録
し
た
昨
年
に

次
ぐ
結
果
と
な
っ
た
。

本学 24年度入試

■

生
成
Ａ
Ｉ

　
新
し
い
情
報
や
デ
ー

タ
な
ど
、
多
様
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
生
成
す
る
人

工
知
能
。
22
年
11
月
に

対
話
型
Ａ
Ｉ
「
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
が
登
場

し
、
日
々
の
生
活
や
勉

強
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
用

す
る
場
面
が
増
え
て
い

る
。
急
速
な
発
展
・
普

及
に
期
待
が
集
ま
る
一

方
、
誤
情
報
の
拡
散
や

雇
用
へ
の
影
響
な
ど
リ

ス
ク
も
指
摘
さ
れ
、
各

国
で
は
規
制
に
向
け
た

動
き
も
出
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ 

課
題
は
？

朝
日
教
育
会
議
２
０
２
３
開
く

朝
日
教
育
会
議
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

２
月
末
、
初
の「
全
国
１
位
」
を
記
録

（最終）

2024
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